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実 験 動 物 の 遺 伝 制 御
- マウス･ラットを中心として-



































































































































































徴をもつ 2つの近交系間雑種 1代 (Fl)から無作
為に多くの雌雄の組合せを作りF2を作出し,各組
合せそれぞれを1つの系として兄妹交配を20代以
上継続して作出された近交系群である｡
したがって,RI系の遺伝的特性は,(∋もとの2
つの近交系のいずれか一万に由来する遺伝子をホ
モに持っていること,(塾RI系の各系は2つの近交
系間雑種 2代 (F2)で分維した各遺伝子型の個体
に対応した系であること,③RI系の各系は2つの
近交系のもつさまざまの遺伝子についてそれぞれ
特有の系統分布型を持っていることである｡
RI系の実験動物としての有用性は,①もとの2
つの近交系のもつ異なる特質の遺伝支配の解明,
②異なる遺伝形質を支配する遺伝子作用の解明,
③他の遺伝形質の遺伝子との連鎖の解明,④悉無
形質の遺伝解析にある｡ また,RI系はポりジーン
によって支配されている量的形質の遺伝解析や,
関与する遺伝子の数などの推定にも有用であると
されている｡
現在,RI系としてはCXB系 (BALB/cAnNBy
xC57BL/6JNBy;7系),BXD系 (C57BL/6JX
DBA/2J;24系),BXH系 (C57BL/6JXC3H/He
;13系)などいくつかの作出された近交系や,作
出途上にある系統がある｡ 今後多くのRI系が作出
されることによって,ますますその有用性は増加
するものと考えられる｡
7･多元交雑種からのクロ -ーズ ドコロニ_
新しい実験動物としてさらに加えるものとして
多元交雑種からのクローズドコロニーがある｡
これまで述べてきた実験動物はある特定の遺伝
子組成をもつものであった｡いま立場を変えてみ
ると,ヒト集団は遺伝子組成において-テロであ
り,遺伝的に多様性である｡ したがって,ヒトに
対応した実験動物を考えた場合,遺伝的に多様性
をもった遺伝的変異の大 きい実験動物を使用す
ることも必要となる｡ 理想的にいえば,その動物
種のとり得るすべての遺伝子組成をもった動物を
含む集団を対象とすることである｡ しかし,これ
は現実には不可能であるので,多元交雑種を素材
とした実験動物の開発が必要となる｡ その方法は,
多元交雑を数世代にわたって自由交配した後,非
近交系由来のクローズドコロニーの作出の場合と
同様の方法で作出される｡ この集団の遺伝的特性
は非近交系由来のクローズドコロニーの特性を備
えると同町 二それよりも多くの遺伝的変異を保有
し,更にさまざまの遺伝的特性を兼備えた特徴を
もつと期待される｡ 今日,近交系マウスにおいて
は,遺伝的特性の違いや多くの遺伝子座が明らか
にきれてきているので,これらの近交系問で多元
交雑種を作 り,そこからこのような遺伝的特性を
備えたクローズドコロニーを作出することは可能
と考えられる｡
しかし,遺伝的変異の大きい多元交雑種からの
クローズドコロニーを用いる場合,実験結果の再
現性が問題となる｡ その有効な使用方法について
今後詳細に検討する必要がある｡
以上,マウス,ラットを中心として実験動物の
遺伝制御について概説したが,国内外の関連文献
を調べると,マウスについては多数の報告がある
が,ラット,-ムスター,モルモット,ウサギな
どについての報告は少い｡今後,マウス以外の実
験動物についての遺伝制御について,詳細にわた
っての検討が重要になってくるとみられる｡
